
 

 
  №15 平成 27 年９月 11 日(金) 発行 
矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

やかげ学６代目 
普通科総合コースでは、学校設定教科として平成 22 年度から「やかげ学」を開設しています。 矢掛町と本校が

協定を結び、矢掛町の施設で総合コース生徒が職場実習を毎週木曜日の午後２時間実施しています。２年生は、７

月まで矢掛町についての講義を中心に学習し、９月から実習を行います。３年生の７月まで実習を行い、９月から

活動のまとめとプレゼンテーションを準備し、最後に施設の方や地域の方、中学生を対象に報告会を実施し、活動

を終えます。 

８月には、時間をかけて３年生から２年生への引継を行います。これがやかげ学持続発展の秘訣です。 

 

今年から、矢掛町では小中学校の第２学期始業が８月２５日になった関係で、第１回が８月２７日開始となりまし

た。６期生となる２年生が、はじめての実習に出発していきました。 

矢高祭のため１週お休みをいただき、９月１０日に第 2 回実習です。 

  

やかげ学を参考に今年からつくばね学を開始された茨城県立筑波高校。この度の水害では大きな被害を受けた地域

だと存じます。ご心中察しますとともに、心よりお見舞い申し上げます。 復旧には、いろいろご苦労もあると存じ

ますが、一日も早く平穏な生活に戻れますよう、心からお祈りいたします。 


